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The time has come for the change.
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Ⅰ.  問題の所在 大学生の金融知識の不足

Ⅱ.  現在の対応 日銀総裁の講演 ・日銀HP

Ⅲ.  提案

Ⅳ.   実現への課題 認知度向上方法
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Ⅰ. 問題の所在
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～ 大学生の金融知識の不足 ～
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・⼈⽣設計の時期

・⾃⼰責任での意思決定

・時間的余裕

大学生と金融大学生と金融
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A クラス：⾦融の授業 を受ける学⽣

B クラス：やや⾦融に関する授業 を受ける学⽣

C クラス：⾦融と関係のない授業 を受ける学⽣

成城大学生 計 ４０７ 名

金融に関するアンケート調査金融に関するアンケート調査



【⾦融知識】
（設問1）⽇本銀⾏は、「物価の安定」を

その⽬的の⼀つとしていることをご存知ですか？

40%

48%

12%
Aクラス（経済学部）

知っている

見聞きしたことはあるが、よく知らない

見聞きしたことがない

24%

47%

29%

Bクラス（社会イノベーショ

ン学部3,4年）
22%

30%

33%

Cクラス（社会イノベー

ション学部1,2年）

32%

45%

22%
国民
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【関⼼度】
（設問5）⽇本銀⾏について

どのくらい関⼼がありますか？

51%
39%

10%
Aクラス

関心がある

どちらとも言えない

関心が無い

25%

43%

32%

Bクラス
12%

52%

36%

Cクラス
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24%

31%

45%

国民



【信頼度】
（設問8）⽇本銀⾏を信頼していますか？

59%
30%

13%
0%

Aクラス

信頼している

どちらとも言えない

信頼していない

未回答

59%32%

9% 0%
Bクラス

34%

57%

7% 2%
Cクラス

44%

46%

10%国民
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【実社会への関⼼】
（設問11）これまで⽇本はデフレでした。

アベノミクスで消費者物価上昇率が２％になり
デフレが解消されると思いますか？

26%

31%

44%

Aクラス

そう思う そうは思わない わからない

19%

40%

41%

Bクラス 14%

41%

46%

Cクラス
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⾦融を学ぶ各クラスによる差

⾦融知識のある学⽣

経済に関心経済に関心 日銀を信頼日銀を信頼問の判断力問の判断力

教育で解決教育で解決
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アンケート調査結果アンケート調査結果

１

２
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大学生の

金融への認知度が低い

大学生の

金融への認知度が低い

３



～ 日銀総裁の講演 ・日銀HP ～

Ⅱ. 現在の対応
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“「量的・質的金融緩和」の２年”

難しい

一読ではわからない
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日銀役職員の講演を読むと・・・日銀役職員の講演を読むと・・・



・ 名目値と実質値の関係・名目値と実質値の関係 予想物価の役割

原油安の消費者物価への影響はどの程度重要なのか

レージムシフト

需給ギャップがどの程度⼤きいとデフレに影響するか

・ インフレターゲット２%・ インフレターゲット２%２
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・ 消費者マインド・消費者マインド
ETF / J-REIT

量的・質的⾦融緩和 /  イールドカーブ

具体的には・・・具体的には・・・



・⽇本銀⾏HP
・⾦融機関公式サイト
・知るぽると
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インターネットで検索すると・・・インターネットで検索すると・・・

解説もわからない

情報量が多く
複雑



Ⅲ. 提案

⽇銀ナビゲーター

Ⅲ. 提案

⽇銀ナビゲーター
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⽇銀ナビゲーターの狙い

１．金融への関心を上げる１．金融への関心を上げる

金融の認知度向上を学生目線で行う
３.日銀ナビゲーターの提案

２．社会への参加が深まる２．社会への参加が深まる



金融知識を得る手段が見つけにくい

金融・日銀をもっと知るべき

課題①

課題②

ナビサイトの創設

大学内でのネットワーク作成

狙い達成への⼿段

３.日銀ナビゲーターの提案 19



▲⾦融ゼミ

▲サークル

3.日銀ナビゲーターの提案

⽇本銀⾏情報サービス局

○○⼤学
navigator

○○⼤学
navigator○○⼤学

navigator

○○⼤学
navigator

○○⼤学
navigator

① 全国１０⼤学設置
② 各⼤学内で活動

① ナビサイトの構築
② 情報交換/発信の場
③ SNSを運営

ナビゲーター
組織設置

▲研究会

▲サーク
ル

▲▲ゼミ

ナビゲーターのスキーム
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本部



Talk Room

初めての方へ 日銀とは 日銀ナビゲーターとは

Event 
Information

Our
Activities
３.日銀ナビゲーターの提案 21



２０１５．５.15
⿊⽥総裁 講演
『「量的・質的⾦融緩和」の２年』@読売国際経済懇話会

2年前「量的・質的金融緩和」を導入した際、日本銀行は、主として次のような波及メカ
ニズムを想定しました。すなわち、第1に2％の「物価安定の目標」に対する強く明確な
コミットメントとこれを裏打ちする大規模な金融緩和によって予想物価上昇率を引き上

げる、第2に巨額の国債買入れによってイールドカーブ全体に下押し圧力を加える、
第3にこの2つによって実質金利を引き下げる、これが政策効果波及の起点です。実質
金利が低下し、民間需要を刺激することで、景気が好転し、需給ギャップが改善します
そして需給ギャップの改善は、予想物価上昇率の上昇とあいまって、実際の物価上昇
率を押し上げます。実際の物価上昇率が上昇すれば、人々の予想物価上昇率がさら
に押し上げられます。

利回り曲線とは、残

存期間が異なる複数の債券
などにおける利回りの変化
をグラフにしたもの。横軸に
残存期間、縦軸に債券など

の利回りをとる。

もっと知りたい！！

いいね！ わからない・・・

３.日銀ナビゲーターの提案 22



日銀ナビゲーター

（ skype )

討論討論
SNSの定期更新

ナビサイト創設に向けて

ナビサイト

３.日銀ナビゲーターの提案 23

地方大学



本 部
⽇本銀⾏情報サービス局

○○⼤学
navigator

○○⼤学
navigator

○○⼤学
navigator

○○⼤学
navigator

○○⼤学
navigator

▲研究会

▲サークル

▲⾦融ゼミ

▲▲ゼミ

▲研究会

金融に興味のある

学生を組織化

交流を深め

情報を拡散

大学内のネットワークづくり

３.日銀ナビゲーターの提案 24

切磋琢磨



・ネットワークミーティング・ネットワークミーティング

主な⼤学内の活動例

３.日銀ナビゲーターの提案 25

・講演会・講演会

・企業と連携（書店）・企業と連携（書店）



３.日銀ナビゲーターの提案

⽇銀ナビゲーター

⽇本銀⾏ 学⽣
QOLの向上

やりがい

認知度・信頼度UP
フィードバック

⽇銀ナビゲーターのメリット
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Win-Winの関係



Ⅳ.実現への課題

27



日銀ナビゲーターは成功するか

ナビサイトの認知度向上

OECDの成功事例 / やりがい

SNSによる発信 /  段階的アプローチ

課題①

課題②

実現への解決策

４.提案実現への課題 28



OECD Student Ambassador

大学内でPR活動を行い、

１年間で４０回以上の活動実績

４.提案実現への課題 29

OECDへの興味OECDへの興味

OECDの活動についての理解

9 割

７割



認知度向上策
現状25％ 将来25％＋25％

日銀ナビゲーター

関心持つ学生

３０

企業と連携

４.提案実現への課題



ご静聴ありがとうございました


